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研究成果の概要（和文）：　本研究では，小・中・高等学校教員への支援の在り方の一つとして，理科の授業計
画の立案から授業実践までの一連のプロセスをプロジェクトとして位置付け，複数の理科教員や大学教員が協働
的に関わるアクションラーニングの仕組みを構築することを目的とした。多角的な取り組みが期待できる素材と
して，「水」「土」「光」に着目し，これらに関連した学習内容を念頭に，素材の探査から学習活動への適用ま
で一貫したプロジェクトとした。
　その結果，教材開発・研究を基盤とした授業開発を行うことで協同的な取り組みが促され，学習内容だけでな
く，関連分野も含めた包括的な理解と柔軟な教材観を背景とした授業を実践できる力が育成された。

研究成果の概要（英文）：  In this research, it was aimed to construct a mechanism of the action 
learning as a way to support science teachers at elementary, junior high and senior high schools.  
It was designed the process from planning to practical application for science class as one project 
which was collaborated by science teachers and university members.  We focused on "water" "soil" "
light" as a material that can expect multifaceted efforts, and carried out as a consistent project 
from development of teaching materials to application to learning activities with the contents of 
learning related to them.
  As a result, collaborative efforts were fostered by designing of science classes based on teaching
 material development / research.  The "project" helped teachers acquiring the ability to develop 
the science classes which were designed from not only learning contents but also the comprehensive 
understanding included relevant fields and a flexible teaching material view. 

研究分野：生物教育
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１．研究開始当初の背景
 現在，教育現場では教師の質の向上が求め
られている。
によると
理科の領域間の関連性や自然科学に対する
理解不足
能や思考の不器用さなどが
された。
理科教員として求められる資質を認識して
おり，
「教材作りのアイデア」
めの研修や支援
 地域や日常生活
の中には，教材として
する①，②

材として昇華させる能力は，理科の教師とし
ての基本的
じて科学的
期待される
パフォーマンスだけではなく，教材研究を通
じて理科内容のより高度な理解と柔軟な教
材観の獲得を促し，教員が本来持つべき資質
を向上させることが最重要課題として捉え，
授業開発の総合的な支援として協働的アク
ションラーニングを導入した理科指導力強
化プログラムを構築することとした。
 
２．研究の目的
 本研究では，小・中・高等学校における理
科教員の授業計画・教材研究から授業実践ま
でを総合的に支援し，その取り組みを通して
理科教員としての資質・能力をより高められ
る仕組みの構築を目的とした。教師の質
上が求められている昨今の教育現場に対し，
教員や現場のニーズに合った支援や研修の
あり方の一つとして，複数の現場教員と大学
教員が協働的に取り組むアクションラーニ
ングの仕組みを構築することを
の内容は，教材研究における「素材探査」「教
材開発」「学習活動への適用」といった一連
のプロセスを
領域との関連性についても理解を促すこと
で柔軟な教材観を有し，教師力の一つである
教科指導力の強化を指向した「授業開発」を
行うもの
 具体的には，複数の授業開発をそれぞれプ
ロジェクトと位
に対して複数の現場教員と大学教員とから
なるチームが協働的に関わるアクションラ
ーニングを実施し，より効果的な支援や研修
のあり方を検討・その成果を蓄積していく。
ここでは教材研究を主軸とし，そのプロセス
における素材の探査，教材開発，学習活動へ
の適用という流れにより，教科指導力の向上
を図った授業開発を基盤としたシステム
構築を
 
３．研
 本研究は，
に適した素材を探査・発掘
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材開発」「学習活動への適用」といった一連
のプロセスを基盤
領域との関連性についても理解を促すこと
で柔軟な教材観を有し，教師力の一つである
教科指導力の強化を指向した「授業開発」を
行うものとした。
具体的には，複数の授業開発をそれぞれプ
ロジェクトと位置付け，個々のプロジェクト
に対して複数の現場教員と大学教員とから
なるチームが協働的に関わるアクションラ
ーニングを実施し，より効果的な支援や研修
のあり方を検討・その成果を蓄積していく。
ここでは教材研究を主軸とし，そのプロセス
における素材の探査，教材開発，学習活動へ
の適用という流れにより，教科指導力の向上
を図った授業開発を基盤としたシステム
を目指した。
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理科教員として求められる資質を認識して
教材の授業での活用法
などを身につける
まれていると言える。
身近な事物・現象
な素材が多く存在
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また，教材研究を通
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定した教材内容を検討
クトの立案：アクションラーニングの方向性
を策定し，共通の題材について多角的な教材
研究を主軸とした授業開発を行うプロジェ
クトを立案
のアクションラーニングとして，複数の現場
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(1)
 当年度は，
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また，
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から教材化の可能性があるものを抽出
理科各科目での具体的な学習場面を想定し，
活用が期待される教材の内容について検討
し，適用可能な素材や素材情報を
命」「環境」の
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(2)
 授業開発プロジェクト
流のある複数の教員グループを協力教員
し，複数の理科教員が共通の題材について教
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、ＣＫ－１９（共通）
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材であると同時に，生物的な側面からも関連
させることが可能であり，今後，新たな方向
性を持たせた展開が期待できる素材を発掘
できたと言える。さらに，「光」については
観察方法の基本原理に関連しており，その知
見を活用した観察・実験教材の開発も行うこ
とができた。 
 授業開発では，既存知識の活用によって段
階的な思考を促す授業づくりを念頭にプロ
ジェクトとし，高校 2年生を対象とした授業
実践を行った。 
 研究素材の探査，教材研究では，現場教員
個々の専門領域を背景として取り組みなが
ら，同時にお互いに情報交換することで関連
領域についての理解を深めながら行った。大
学教員は，現場教員間の情報交換を媒介しな
がら適宜助言を与えた。これらの取り組みで，
情報交換の方法，検証実験の再現性，授業に
おける探究的な仕掛けづくりなど，課題を抽
出することがされた。 
 
(3)平成 28 年度の成果 
 当年度は，「水」「土」「光」から派生させ
て着想したものや，複数を組み合わせた授業
開発プロジェクトを構想した。 
 教材研究については，「生命」領域では発
芽種子や花の形態形成などの教材研究や授
業実践，「物質」領域では化学反応における
動的挙動の教材開発や段階的アプローチに
よる授業実践など，「環境」領域では石炭や
ビーチロックの教材研究などを行った。以上
により，生物に影響をおよぼす外的要因や岩
石の成因の教材化など，複数の領域における
情報交換が不可欠な教材研究ができた。特に，
生物地理学的な現象の教材化では，素材研究
の段階から物理化学的知見を駆使し，データ
解析においては地史学的知見が必須となる
など，本プロジェクトの仕組みの有効性を確
認することができた。 
 授業計画では，授業における探究的な学習
活動を行う仕掛けづくりについて，「理科授
業デザインベース構造化シート」の有効性に
ついて検討し，授業計画の策定における有効
性と，探究的な仕掛けには，教材内容に対す
る深い理解が不可欠であることが明確化さ
れ，本研究による取り組みの有効性を確認す
ることできた。以上の取り組みにより，教材
の発掘から授業実践に至る様々なプロセス
を蓄積することができ，現職教員の研修プロ
グラムに反映させることができた。 
 一方，改善課題として挙げられていた情報
交換や情報共有の手段については，現状のネ
ット環境下においては一定のリスクを前提
とせざるを得ず，有効な方策を見出すことは
困難であることが分かった。 
 
(4)平成 29 年度の成果 
 研究の最終年度であったため，研究成果の
公開を主目的とし，実践的かつ発展的に取り
組んだ。 

 授業開発プロジェクトでは，前々年度から
キーワードとしている「水」「土」「光」をよ
り発展的に扱ったため，授業や探求的な活動
において，大学教員の連携や教材に関する専
門的なアドバイスが重要であった。授業計画
についての助言も含め，大学教員が各現場教
員との仲介役も担うことで，協働的な教材研
究を実現することができた。以前から指摘さ
れてきた情報交換の方策としては，現段階で
は最も現実的な方法である。 
 授業実践では，現場教員と大学教員との綿
密な打ち合わせの元，当初の計画通り授業実
践の主担当は現場教員が行った。高校生が大
学を訪問しての特別授業では，必要に応じて
大学教員との TTや大学院生による TAの補助
を取り入れたことで，授業として効果的であ
っただけでなく，現場教員にとっても実地研
修的な意味を持たせることができた。実践後
には，授業開発の授業に対する効果および教
員自身の学びへの効果について振り返りを
行い，教材研究の波及効果を再確認し，現職
教員への支援のあり方の一つのモデルを構
築することができた。 
 
 以上の研究成果は，次の 3点に集約するこ
とができる。 
 
(1)教材研究の内容 
 身近な科学的事象や地域の自然から探
査・発掘された素材に関する基礎的な情報の
蓄積・分析は，非常に重要である。現場の理
科教員自らが素材の研究に取り組むことで，
自然科学に対する興味や関心が引き出され，
素材に対する深い理解も得られる。特に，理
科各科目を横断型に扱える題材を見出し，教
材研究・開発する際には，その知見が背景と
して活かされ，教材観に内包される多角的な
視点や柔軟な思考の基盤となり，授業計画を
立案する際に有効であった。また，理科の各
領域に分類されるのではなく，領域間で横断
的に扱える素材に着目することで，より独創
的な教材を開発できる発想力が育成される
可能性が示唆された。 
 
(2)協働的アクションラーニングの有効性 
 通常のアクションラーニングは指導者と
学習者が一対一でも成立するが，本研究によ
る協働的アクションラーニングの場合，複数
の現場教員が，共通の題材を基にした全く別
の「授業開発」というプロジェクトに取り組
む。そこでは，連携した複数の大学教員によ
る適切な支援の下，現場教員が互いに協働す
る形態を通して教材研究の問題解決に取り
組み，素材に対する深い理解を持った各々の
専門性を背景に，知識の共有と補完が行われ，
自然の事物・現象に対する多様な見方や考え
方を互いに身につけられる仕組みとして，非
常に有効であった。また，扱う内容が高度で
あればあるほど，お互いの協働性がより発揮
されることが明らかになった。 



 
(3)本研究成果の発展性 
 本研究で提唱した協働的アクションラー
ニングの仕組みは，現職教員の研修プログラ
ムだけでなく，日常の教材研究や授業の準備
を支援する教員グループの仕組み作りにも
応用できる。また，その教材研究のプロセス
の追体験は，学生にとっても思考が刺激され
る機会となり，幅広い知識の習得や理解を促
されることが期待されることから，教員養成
系大学の教材としても有用である。 
 
 以上のように，本研究では，高度な専門性
に加え，周辺領域も網羅した柔軟な教材観に
よる確かな理科指導力を教員に身につけさ
せるための仕組みを構築し，現職教員への支
援のあり方について，一つのモデルを提案す
ることができた。本研究では大学教員が現場
教員の仲介役を担ったが，本研究の仕組みを
モデルケースとして，小・中・高等学校の理
科教員の自律的な相互の協働的な活動に発
展させることも可能であろう。 
 なお，本研究で開発された教材や実践例は，
各種学術論文や学会発表によって公開され
ており，今後の理科教材開発や現職教員の授
業開発で活用されることが期待される。 
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